
■■■■はじめにはじめにはじめにはじめに    

 本書は、ＲＬやＰＬとして『トーキョーＮ◎ＶＡ Ｔｈｅ Ｄｅｔｏｎａｔｉｏｎ』における電脳

世界を具体的にどのように演出すればいいのかという観点から整理し直したも

のです。これはＲＬやＰＬの演技・演出を助けるためのものであり、『トーキョーＮ

◎ＶＡ』の世界観を画一化することが目的ではありません。 

 『ＳＴＬ』Ｐ１４２「設定とシナリオ」、『ＴＮＣ』Ｐ１２４「歴史」にもあるように、歴史や

設定は必ずしも絶対のものではありません。ＲＬは（そして時にＰＬも）、必要で

あればルールブックに記述されている設定と異なる解釈を導入し、ゲーム内で

それを演技・演出することが許されています。 

 本書の記述に固執することなく、あくまで参考一助としながら、それぞれが持

っている『トーキョーＮ◎ＶＡ』のイメージを広げていただければと思います。 

 

◆◆◆◆世界観変更世界観変更世界観変更世界観変更ののののリスクリスクリスクリスク 

 しかしながら、ルールブックの記述から外れた設定を採用することは、［ゴー

ルデンルール］の域に存在する例外的な処理だと考えるようにしてください。な

ぜなら、ルールと同様で、最低限の取り決めを作っておかなければ自分以外の

参加者と満足な意思疎通を行うことができなくなるからです。 

 特に演技・演出がルールと直結している『Ｎ◎ＶＡ』では、この傾向が顕著に現

れてしまいます。その点、もしルールブックと異なる設定を導入する場合であれ

ば、プレアクトの段階で話し合いの場を設けてそれぞれが納得できる［世界観］

を定めておいた方が無難でしょう。 

 卓を囲む全員の認識を揃えることは難しいかもしれませんが、［世界観］という

ルールを共有することで、その負担を軽減することができます。また統一された

［世界観］を持つことで、お互いの演技・演出のフォローも容易となり、結果として

物語に幅を生み出すことにもなるというわけです。 

 ＲＬかＰＬかに関わらず、ルールブックの記述から外れる（もしくは記述そのも

のが存在しない）という場合は、ゲーム開始前に十分なディスカッションの時間

を設けておくべきでしょう。 

 

 

■■■■強化現実強化現実強化現実強化現実をををを想像想像想像想像してみようしてみようしてみようしてみよう    

 ここでは一般的なＮ◎ＶＡ市民の視点から、ニューロエイジにおける電脳がど

のような役割を果たしているのかを総合的に確認していこうと思います。 

 電脳や人々の生活に関する情報は、『ＴＮＤ』Ｐ２８「トーキョーＮ◎ＶＡライフ」

や『ＷＯＲ』Ｐ６０「ニューロエイジの日常」を参考にするといいでしょう。システム

面では『ＮＴＷ』Ｐ７「意識体」の追加ルールを適用してください。 

 

●●●●日常日常日常日常とととと強化現実強化現実強化現実強化現実 

 朝、あなたは電脳が発した擬似的な刺激によって目を覚ましました。 

 若干の躊躇の後に目を開くと、設定した時間のちょうど５分前です。壁に埋め

込まれているスクリーンへ目を向けると、無意識の思考トリガーを感知したＤＡ

Ｋがテレビの電源を入れてお気に入りのニュースチャンネルを表示します。 

 同時にベッドの上半分が持ち上がりあなたがテレビを見やすいように位置を

調整してくれました。開いた寝室の扉からはモーニングコーヒーを持った家庭用

ドロイドが顔を出し、窓のブラインドが開いて新鮮で汚染されたＮ◎ＶＡの外気

を吹き込みます（勿論、あなたはその要求を一言も口にしていません）。 

 淹れ立ての熱いコーヒーで乾いた喉を潤したあなたは、マグカップをドロイド

へ返しながら定期購読しているマリオネットの“新聞”をダウンロードしました。

ウェブに接続されたあなたの電脳へニュースペーパーが転送され、あなたの強

化現実（ＡＲ）上にそれを映し出します。 

 あなたは現実の新聞のようにＡＲ上の新聞を捲ります。これは（あなたが奇人

と思われることを防止するため）レイヤーではなくオブジェクトとして配信されて

いますが、マリオネットも貴重な収入源を減らすつもりはないようで、広告以外

の記事や写真はあなた以外には解像度を落としモザイクがかった状態です。 

 そこで少し気になる広告を見つけました。チハヤグループが珍しく食料品部門

へ進出し、果実型の合成食品を発売したと言うのです。新聞の中で何度も果物

をかじる美女に目を奪われたあなたは、試供品バナーへタッチしました。 

 直後に電脳がアイコンのダウンロードを警告します。それを許可すると、あな

たの手の中に半透明の小柄な果物が出現しました。躊躇なくそれをかじると味

と香りが口の中に広がり、まだ寝ぼけ気味だったあなたの意識をハッキリと目

覚めさせました。それはＣ．Ｆ．Ｃの食品にはなかった不思議な感覚です。 

 しかし、それももの十数秒で一方的に中断させられました。あれだけ鮮烈に舌

を痺れさせた味も香りも、手の中の果物と共に夢のように消え去り、あなたの視

界にはその果物に関する広告がポップアップされます。 

 新聞に目を落とすと試供時間が終了した旨が書き加えられています。マネキ

ン美女は誘惑するような微笑でこのまま通販を行うことをあなたに勧めました。 

●●●●ＩＡＮＵＳＩＡＮＵＳＩＡＮＵＳＩＡＮＵＳとはとはとはとは    

 ＩＡＮＵＳとは“ＩｎｔｅｌｉｊｅｎｔＡｓｓｉｓｔｉｎ’ＮｅｕｒａｌＵｔｉｌｉｔｙＳｙｓｔｅｍ”の略で、元はＧ．Ｃ．Ｉ．

が開発した人体制御用のバディシステムでした。後のその規格が公開された後

は、各社による開発競争が巻き起こり、現在は千早製の第三世代ＩＡＮＵＳがシェ

アのほとんどを独占している状態となっています。 

 当初の電脳は小脳と脊髄をトロンと交換することで脳と人体の機能を拡張・制

御することが目的でしたが、この第三世代ＩＡＮＵＳは極小のトロンを埋め込むだ

けで施工が完了するようになりました。またＩＡＮＵＳ自体の役割も変化し、バディ

による身体制御からサイバーウェアの統括システムへと様相を変えました。 

 結果として、個々に神経接続を行いリハビリも面倒だったサイバーウェアが千

早製ＩＡＮＵＳの名の下に規格化され、より簡単に移植・制御が可能となったわけ

です。また、バディ関連の機能が縮小・単純化されたことが逆にユーザーの好

評を呼び、第三世代ＩＡＮＵＳは全世界で爆発的なヒットを飛ばしました。 

 千早は他社と異なり、「ウェットを貫くほどではないが電脳を入れるのは面倒

（テクニカル）」という無党派層の心を掴むのが上手かったと言うことでしょう。 

 現在、千早製ＩＡＮＵＳのシェアは全人口の９９％にも及んでいます。後述の［強

化現実］の普及も相まって、あらゆる機械製品にはＩＡＮＵＳと連動するトロンが

埋め込まれ、日常生活と電脳は切っても切れない関係となっています。 

 ニューロエイジの人々にとって、電脳と強化現実はいまや生活になくてはなら

ない必需品というわけなのです。 

 

●●●●強化現実強化現実強化現実強化現実とはとはとはとは 

 強化現実、別名［拡大現実（ＡｕｇｍｅｎｔｅｄＲｅａｌｉｔｙ）］とは、簡単に言ってしまえ

ば人間の認識に電子情報を上乗せする技術のことです。 

 これはＩＡＮＵＳの歴史の中でも特別珍しい機能ではありませんでした。たとえ

ば視野にパラメータや映像を合成することも広義のＡＲだったからです。 

 しかし、第三世代ＩＡＮＵＳに変わってからは、このＡＲに関する扱いが大きく変

化することになりました。それはなぜかと言うと、ウェブとＩＡＮＵＳが常に連動し

相互に干渉し合う世の中に変わったからです。 

 前述のように、第三世代ＩＡＮＵＳの普及と同時にありとあらゆる製品にトロン

が埋め込まれウェブと接続するようになりました。ＡＲとはウェブの情報を単純

に擬似合成しているだけではありません。ＡＲ上の情報は、その場所に実在す

る、文字通りの意味で私たちの「現実の一部」となっているのです。 

 また、これにより今までウェブの中を行き交うだけだった情報が私たちのＡＲ

を飛び交い相互に干渉することが可能となりました。以前はテレビを見るために

「テレビを点けろ」とＤＡＫへ音声入力をする必要がありましたが、ＡＲによって現

実とウェブが連動している現在はそんな手間など要りません。 

 ユーザーがテレビを見たいと思ったのなら、その思考トリガーを感知したＤＡＫ

のバディによって「すでにテレビは点けられている」のです。 

 以下に、ＡＲのタイプを２種類に大分してみました。これはルールブックで定義

されている単語ではないことに注意してください。 

 

◆◆◆◆レイヤータイプレイヤータイプレイヤータイプレイヤータイプ 

 ユーザーの現実を補強するように存在しているＡＲのこと。一口にＡＲと言え

ば、一般的にはこちらのタイプを想定していることになるでしょう。 

 たとえば電脳情報を示すコンソールや視野に投影された映像や音楽など、基

本的に個人に対して「現実の強化」を行っています。そのため、送受信側それぞ

れの設定も関係してきますが、基本的に自分以外のＡＲには表示されません。 

 個人を対象としている性質上、発信元のトロンの位置に関係なくユーザーの電

脳へ直接送信され、また常に画一的な情報が提示されます。 

 視野にポップアップされた広告はあなたが移動しても常に視野の端に表示さ

れ続けますし、衣服の管理タグなどは服をどの角度から眺めても常に情報の書

かれた面をあなたの方へと表示することでしょう。 

 また、このレイヤータイプのＡＲが複数人の電脳へ同時に配信されたとしても、

その認識の仕方は個々によって違ってきます。広告はそれぞれの視野の片隅

に存在し、管理タグはそれを見る人それぞれに正面を向けるわけです。 

 

◆◆◆◆オブジェクトタイプオブジェクトタイプオブジェクトタイプオブジェクトタイプ 

 ＡＲ上に普遍的に存在しているＡＲのこと。こちらはレイヤータイプとは異なり、

ＡＲの特定の座標に実際にその情報が存在している状態となります。ウェブゴ

ーストはこのオブジェクトタイプに分類されることでしょう。 

 このタイプのＡＲは私たちの「現実の一部」としてＡＲ上に設置されています。

たとえばオブジェクトタイプの看板が掲げてあったなら、レイヤーとは異なり見

る角度で形を変え、ニューロタングは正面方向からしか読めないわけです。 

 性質上、その座標を通りかかった全てのユーザーが「そのＡＲがそこに実在し

ているもの」として認識することになります。ホログラムの代わりとしてのＡＲ、と

考えると理解が早いかもしれません。 
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■■■■ウェブウェブウェブウェブをををを想像想像想像想像してみようしてみようしてみようしてみよう    

 ＡＲの発展により、人々とウェブは絶えず接続されるようになりました。しかし、

２つの世界が完全に一体化してしまったわけではありません。ルール的な処理

を考える上でも、［強化現実］と［ウェブ］を分けて捉えることは非常に重要です。 

 ここではＡＲの先に繋がっているもうひとつの世界、ウェブについて確認して

いこうと思います。 

 

●●●●ウェブウェブウェブウェブとはとはとはとは 

 ウェブとはニューロエイジにおけるトロン同士の情報ネットワークシステムの

総称です。特定のトロンを中心として個々の情報のやり取りを基本とする所謂

「サーバー」とは異なり、全てのトロンが相互に接続し干渉し合うことで生まれた

［仮想現実（ＶｉｒｔｕａｌＲｅａｌｔｙ）］の一種と考えることができるでしょう。 

 トロンのメモリを占有している電子情報は、全て［アイコン］という形でウェブ世

界上にも存在していることになります。ウェブ内の詳しい描写に関しては『ＴＮＤ』

Ｐ３２「ウェブ内の描写」を参照してください。 

 ウェブを描写する上で気をつけなければならないのは、同じ電子情報だと言っ

ても、現実の一要素である［強化現実（ＡＲ）］と現実の裏側に存在する異世界で

ある［ウェブ（ＶＲ）］は、根底で繋がってはいても異なる概念だと言うことです。 

 ＩＡＮＵＳを入れたところで、そのままではトロンの中に存在するＶＲを認識する

ことが出来ません。逆にイントロンによってＶＲへ没入すると、今度はＡＲを認識

することが出来なくなるわけです（紛らわしい表現ですが、要するに仮想現実を

体感しているときは強化現実を実感することができないと言う話です）。 

 

●●●●イントロンイントロンイントロンイントロンとはとはとはとは 

 イントロンとはトロンを介してユーザーがウェブと接触する行為のことです。 

 たとえば、電脳をワイヤ＆ワイヤによって結線し完全な感覚変換を行うことは

当然ながら［イントロン］ですし、ポケットロンの画面を見ながらそのアイコンを移

動させてウェブを散策することも［イントロン］です。ＡＲも考えようによっては広

義の［イントロン］です（が、混同防止のためここでは分けて考えます）。 

 上記のように、ウェブには自分のトロンのアイコンが存在しています。トロンの

代わりにこのアイコンを動かすことで、現実で一歩も動くことなく、遥か遠くに存

在するの情報（アイコン）と接触しそれを操作することが可能となるわけです。 

 以下に、イントロンの方法を３種類に大分してみました。これはルールブックで

定義されている単語ではないことに注意してください。 

 

◆◆◆◆タイピングタイピングタイピングタイピング 

 ＤＡＫやポケットロンを（思考トリガーなどで）操作してウェブを「閲覧」すること。 

 全てのトロンは、アイコンと呼ばれるようにシステムをコンパクトにパッケージ

ングした形でウェブ上に存在しています。このアイコンを遠隔操作することで、

ユーザーはウェブ世界を擬似的に体験することができるわけです。 

 企業のウェブコンプレックス（ＨＰのようなもの）を眺めたり、ゲームやショッピ

ングを楽しんだり、知人へ電話を掛けたりテレビ見るといった身近で何気ない行

為も、突き詰めればこのタイピングタイプのイントロンと言えるでしょう。 

 

◆◆◆◆ＶＲＶＲＶＲＶＲダイブダイブダイブダイブ 

 電脳とトロン（ＤＡＫやポケットロンなど）を結線し「没入」すること。 

 タイピングと違い、自分の五感をウェブ上へと投影してウェブゴーストとして活

動することが可能となります。当然、タイピングとは比べ物にならないほど操作

性や反応性が向上しますし、ウェブを仮想現実として体感することも可能となり

ます。この状態でもタイピングと同じ行為は可能ですし、それ以上の体感系の娯

楽を楽しむことも可能となります。 

 タイピングとＶＲダイブの一番の違いは、やはりウェブと言う異世界を五感で感

じ操作することができると言う部分にあるでしょう。ＶＲダイブしたユーザーは、

電子情報を五感全てを使って処理することができるようになります。 

 また、思考トリガーを最大限に活用することで、直感でプログラムを構築・改変

するといった荒業も実行可能となります。〈０１フィーリング〉や〈ＡＩ創造〉に代表さ

れるニューロの特技はまさにその象徴と言えるでしょう。 

 

◆◆◆◆ＡＲＡＲＡＲＡＲダイブダイブダイブダイブ 

 ＶＲダイブと同じ方法で「強化現実へ没入」すること。 

 基本的な方式や効能はＶＲダイブと変わりませんが、一番の違いは、ＶＲでは

なくＡＲ上のオブジェクトとして出現すると言うことです。 

 上記のように、ウェブではＡＲを認識するためにカメラの映像などを盗むなど

のひと手間が必要となります。そのため、現実に干渉を行いたいユーザーの多

くはオブジェクトとしてＡＲ上に自身のウェブゴーストを出現させるわけです。 

 ＡＲを飛び回るゴーストは、第三者にとってまさに幽霊となることでしょう。 

■■■■ニューロニューロニューロニューロをををを想像想像想像想像してみようしてみようしてみようしてみよう    

 ニューロとは、タップを使用して違法な情報処理を行うハッカーのことです。 

 一昔前までのニューロはウェブをメインステージとして活動していましたが、Ａ

Ｒが発達した現在は、ウェブよりむしろＡＲ上をウェブゴーストとして飛び回る機

会が増えたことでしょう。 

 この章では、前章の内容を踏まえた上で、ニューロはそれらに対してどのよう

な干渉を行っているのかを考えていきます。 

 

●●●●タップタップタップタップとはとはとはとは 

 タップとは、バディによるサポート機能を廃し電算処理にのみ特化したイントロ

ン専用の高性能トロンのことです。総じて法遵守機能がオミットされており、「高

度で違法な」情報処理を行うことが可能となります。 

 タップ自体に違法性はありませんが、タップを使用した違法行為は、言うまで

もなく違法なものとして取り締まられることになります。 

▼▼▼▼タップタップタップタップによるによるによるによるイントロンイントロンイントロンイントロン 

 タップは違法行為が行える（そしてバディによるサポートが得られない）という

だけで、使用法やイントロンの方法は他のトロンと変わりません。 

 電脳と結線することなくウェブにアクセスしてハッキングすることもできるでしょ

うし、ＶＲダイブすれば一般公開されていないウェブコンプレックスへ侵入し情報

を強奪することも可能です。ＡＲダイブすれば現実界の座標上から周囲のトロン

を手当たり次第にクラッシュさせる事ができるというだけです。 

 それ以外で特別な違いを探すとしたら、「高度で違法な」ソフトウェアの助けを

得ることが可能だ、と言うことぐらいでしょう。 

 

●●●●ウェブゴーストウェブゴーストウェブゴーストウェブゴーストとはとはとはとは 

 ウェブゴーストとは、言ってみれば自身の五感を投影した仮の肉体です。厳密

には［ウェブゴースト］も［アイコン］の一種ですが、ここでは混同を避けるために

それぞれ性質の異なるデータ体であると考えます。 

 ウェブゴーストの姿はユーザーの好みに合わせてある程度自由に設定するこ

とが出来ます。隠匿性の問題から、体感系娯楽を楽しむ場合でもない限り、自

分の本来の姿をウェブゴーストに使用するユーザーは稀と言えます。 

 ウェブゴーストを運用する上で間違えていけないのは、イントロンしていてもし

てなくても、ＶＲダイブであってもＡＲダイブであっても、あなたが使用しているタ

ップ（や周辺機器）のアイコンはＶＲ上に常に存在しているということです。 

 ウェブゴーストがＡＲへ移動したからと言って、ウェブからあなたに関連するア

イコンが消失するわけではありません。あくまでウェブゴーストのみがＡＲへと

旅立ち、それ以外はウェブで様々な干渉や変質を行っているわけです。 

 たとえば、ＡＲ上で活動している最中に、何者かがウェブからタップのアイコン

へ不意打ちを仕掛けてくるという可能性もあるでしょう。そのような場合、あなた

はＶＲへ移動し（もしくはＡＲ上から防壁を走らせ）できるだけ迅速に障害を除去

しなければならないわけです。 

▼▼▼▼ＶＲＶＲＶＲＶＲととととＡＲＡＲＡＲＡＲのののの差異差異差異差異 

 ＶＲダイブ中に現実界へ干渉しようとした場合は周辺機器の掌握や座標の確

認などの余計な手順（俗に言う［アドレス解析］）が必要ですが、ＡＲダイブ中は

その手間が軽減されることになります。ＡＲ上から目標のトロンへ直接ハッキン

グを行うことができるからです。 

 反面で、ＡＲ上では物理的な障害が情報伝達の壁として立ちはだかります。ま

た、ウェブゴーストが他者のＡＲに表示されてしまうという欠点も存在します。 

 ＶＲダイブとＡＲダイブのどちらがイントロンとして優れていると言うことはなく、

それぞれ一長一短のあるハッキング形態だというわけです。どちらを好んで使

用するかは、そのニューロのハッキング方法にも左右されることでしょう。勿論、

用途に合わせて両者を上手く使い分けているニューロも少なくありません。 

 

●●●●プログプログプログプログラムラムラムラムとはとはとはとは 

 タップには様々なソフトウェアをセットすることが出来ます。 

 しかし、それだけがニューロの扱えるプログラムとは限りません。たとえばニ

ューロの特技や〈電脳〉もひとつのプログラムと考えることができるわけです。ま

た、そのようなプログラムの影響は様々なエフェクトとしてＡＲやウェブ上で表現

されることになるでしょう。 

 時として、ニューロはこのようなエフェクトにも独自のセンスを盛り込もうとする

ものです。プログラムを魔法のように扱うニューロもいれば、武器のように組み

立てるニューロもいます。外観に拘らず、ストリームの塊をそのまま投げつける

実用性重視のニューロも少なくないことでしょう。 

 一口にニューロと言っても、（現実の私たちと同様で）ハッキング方法は千差万

別であり、そのスタイルにこれといった法則や決まり事はないのです。 
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■■■■セキュリティセキュリティセキュリティセキュリティをををを想像想像想像想像してみようしてみようしてみようしてみよう 

 ここで述べている［セキュリティ］とは、つまりルールで言うところの［電制］とい

うことになります。そのため、アドレス解析やＩＣＥブレイクと言った手順が実際の

ゲーム中に意識されるということはまずありません。 

 この章ではルール的な処理から離れ、どのようなものがニューロにとってセ

キュリティとなりえるのか、そしてそれらのセキュリティをＲＬはどのような形で

演出すればいいのか、という部分に焦点を当てて考えていこうと思います。 

 

●●●●セキュリティセキュリティセキュリティセキュリティとはとはとはとは 

 『トーキョーＮ◎ＶＡ』ではセキュリティシステムとしてＩＣＥを使用するのが一般

的です。ＩＣＥとは“ＩｎｔｒｕｓｉｏｎＣｏｕｎｔｅｒｍｅａｓｕｒｅＥｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ（対違法侵入者用

電子機器）”の略語で、ニューロタング的には“ＩＫＥ”と表示されます。 

 これはウェブコンプレックス内へ侵入してきたアイコンやウェブゴーストを検出

し、独自の判断で警告や攻撃を行う、ＣＰＵとは独立した警備プログラムのこと

です。ウェブコンプレックスのＡＩ警察と考えると分かりやすいでしょう。 

 より重要度の高い情報構造物の中にはこのＩＣＥが大量に配備されていること

になります（勿論、それ以外にカウンターハッカーも多数雇われています）。 

 またＩＣＥには致死性のあるウィルスプログラムが封入されている場合もありま

す。このウィルスはプログラムを直接破壊したり電脳へのフィードバックを発生

させ、ユーザーに心身症を引き起こして最悪の場合死に至らしめます。 

 上記のように、これらのＩＣＥ（そしてエキストラのカウンターハッカー）は全て

［電制］という形で表現されています。登場判定やハッキングの判定に成功すれ

ば、それだけで全ての障害を無事に解除・撃退したことになるわけです。 

 ウェブを描写する上で気を配らなければならないのは、やはり「ニューロ以外

のＰＬはそのシーン中は何もやることがない」ということです。 

 勿論、ゲストやトループとしての［セキュリティ］を登場させることも出来ますが、

ゲームを円滑に運営するという意味もこめて、これらの電脳的な部分はできる

だけ［電制］として処理する、もしくはＡＲダイブを積極的に活用し現実界のキャ

ラクターと連携しながら物語を展開する、というのが無難な演出法でしょう。 

 

◆◆◆◆ＶＲＶＲＶＲＶＲととととセキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ 

 ウェブにおけるセキュリティはほぼ上記の通りです。 

 ウェブコンプレックスやアイコン、ウェブゴーストを取り巻いているＩＣＥを掻い

潜り、そして鎧の隙間（セキュリティホール）を貫いてロジックアタックを決めるこ

とが、ニューロの常套手段と言うことになります。 

 これらのセキュリティは、［電制］やプログラムによるダメージ減少効果、対象

が行う（制御値受けを含む）受動的な行動として表現されることになるでしょう。 

 具体的にどのような手順や方法でセキュリティを突破したのかは、「プログラ

ムとは」にあるように個々のニューロの演技・演出に左右されることになります。

単純なプログラムの改竄や解除としてもいいでしょうし、ＩＣＥを洗脳するという選

択肢もありでしょう。邪魔なデータを蹴り飛ばしたり情報構造物の影に隠れてや

り過ごすというのも、仮想現実（ＶＲ）ならではの解決方法です。 

 また、セキュリティとはまた別な問題として、ウェブコンプレックスそのものが

迷宮のような作りとなっている可能性もあります。もしくは特定のフラグを探し実

行する必要がある、一種のダンジョンと化している可能性も捨て切れません。 

 そのようなウェブコンプレックスから情報を盗み出そうとした場合、（ＡＲダイブ

ではなく）ＶＲダイブによって然るべき手順を踏まなければならないことでしょう。

そして、ＲＬはそのような複雑な処理すらも、必要であれば［電制］の一部として

簡易的に処理してしまって構わないというわけです。 

 

◆◆◆◆ＡＲＡＲＡＲＡＲととととセキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ 

 一方で、ＡＲダイブ中はセキュリティの認識が若干変わることになります。 

 ＡＲダイブ中は、アイコンではなく現実界のトロンへ（ＡＲ上から）アタックを仕

掛けることになります。ウェブ上にあるアイコンをドミネートするのではなく、ＡＲ

上からトロンを直接掌握してしまおうと言うわけです。これにより、何度か触れた

ように［アドレス解析］の手順を大幅に短縮することが可能となります。 

 またそれ以外にも、偽のＡＲ情報を流し込むことでトロンを暴走させて〈ドミネ

ート〉や〈クラッシュ〉を行うこともできます。ＶＲのようにＩＣＥを破りアイコンを解

体するという複雑な手順を辿ることなくトロンを意のままに操れるこれらのハッ

キングは、「現実」と一体化しているＡＲダイブならではの様式と言えるでしょう。 

 逆にＡＲダイブ中の問題点は、「現実の障害物」がセキュリティとして立ち塞が

ってしまうことです。たとえば研究所内にあるメインフレームを掌握しようとした

場合、まず研究所そのもののセキュリティを突破しなければ、内部のトロンへア

タックを仕掛けられません。これらは（そのＡＲ座標への）登場判定や住居のセ

キュリティレート、キャラクターの［制御値］として表現されることになります。 

 「ウェブゴーストとは」でも解説したように、セキュリティ突破の手順・方法だけ

見ても、ＶＲダイブとＡＲダイブにはそれぞれ一長一短が存在するのです。 

■■■■フリップフリップフリップフリップ・・・・フロップフロップフロップフロップをををを想像想像想像想像してみようしてみようしてみようしてみよう    

 〈フリップ・フロップ〉とは現実体のままでデジタルアクションを行うことが可能と

なるという特殊なイントロン方法です。具体的なルール裁定方法は『ＮＴＷ』Ｐ１１

の特技の解説を参照してください（ＴＮＤのデータが再定義されています）。 

 『ＮＴＷ』Ｐ２７にある「ニューワールド」の登場により、〈フリップ・フロップ〉は一

部のニューロだけに与えられた特権ではなくなりました。 

 この章では、［フリップ・フロップの状態］をどのように演技・演出すればいいの

か、特技を使用するキャラクターの立場で考えていきます。 

 

●●●●フリップフリップフリップフリップ・・・・フロップフロップフロップフロップのののの状態状態状態状態とはとはとはとは 

 『トーキョーＮ◎ＶＡ』における［フリップフロップの状態］をルール的にまとめる

なら、「現実体でありながらタップを使用しデジタルアクションを行える状態」と言

うことができるでしょう。勿論、［デジタルアクション］の一部である［ソフトウェア］

もしっかりと効果を発揮します。 

 演出面では「ＡＲとＶＲを同時に体感できる状態」とでも表現することができるで

しょう。「ウェブとは」でＡＲとＶＲを同時に認識することはできないと説明しました

が、〈フリップ・フロップ〉という特技を持つことでそれが可能となるわけです。 

 以下は、ルール的な側面から離れ、一般的なユーザーの視点から［フリップ・

フロップの状態］が具体的にどのようなものかまとめたものです。これはルール

ブックで定義されている単語ではないことに注意してください。 

 

◆◆◆◆ＡＲ（ＩＡＮＵＳＡＲ（ＩＡＮＵＳＡＲ（ＩＡＮＵＳＡＲ（ＩＡＮＵＳ移植者移植者移植者移植者）））） 

 ＩＡＮＵＳを移植している、ようするにウェット以外の全ユーザーのこと。 

 トロンに設定されているＡＲ情報を抽出し、それを（ウェブではなく）現実の座標

上の存在として認識している一般ユーザーも、突き詰めれば広義の［フリップ・

フロップの状態］と考えることができるでしょう。 

 しかし、ＩＡＮＵＳには法遵守機能が内蔵されているため、「高度で違法な」情報

処理を行うことはできませんし、ＶＲを体感することもできません。相手側が非表

示設定にしてしまえば、ＡＲ上にそれが表示されることもなくなるわけです。 

    

◆◆◆◆ＡＲＡＲＡＲＡＲフロップフロップフロップフロップ（（（（ダイレクトフロップダイレクトフロップダイレクトフロップダイレクトフロップ）））） 

 タップと接続し、感覚変換を行わずにそのままＡＲへハッキングを行う方式。ハ

ッキングを行わない場合、それは即ち上記にあるただの［ＡＲ］となります。 

 ［フリップ・フロップの状態］と言えば、ほとんどの場合はこの状態のことを指し

示します。基本的に思考トリガーでハッキングを行いますが、稀にキーボードな

どを使用した物理トリガーを用いるニューロもいます。 

 自分の眼に映るＡＲをそのまま利用して（必要ならＡＲをさらに増強することで）、

ウェブゴーストとならずにそのままハッキングを行います。当然様々な情報が

五感や電脳を埋め尽くすため、それらの処理と現実界での活動を並列させるた

めには相応の技術と才能が求められることでしょう。 

 区分してはいますが、下記のＶＲフロップとは表裏一体の関係にあります。 

 

◆◆◆◆ＶＲＶＲＶＲＶＲフロップフロップフロップフロップ（（（（タイピングフロップタイピングフロップタイピングフロップタイピングフロップ）））） 

 自分の肉体と同時にウェブ上のアイコンの操作も並列して行う方式。［タイピン

グ］しながら現実界で活動しているので、タイピングフロップとも呼ばれます。 

 言葉の通り、ウェブにあるタップのアイコン（ウェブゴーストではないことに注

意）を操りながら現実界でも活動するという荒業です。ポケットロンでメールを打

ちながらヴィークルを運転することも、広義のＶＲフロップと呼べるでしょう。 

 ただし、本物のタイピングフロップ（ＶＲフロップ）の優れているところは、ＡＲと

ＶＲを同時に実感することが可能という部分です。ＶＲフロップ中のニューロは、

車を運転しながらストリームを見下ろし、大音量でニューロポップを流しながら

サイバードッグのサイレンに耳を澄ますことができるのです。 

 当然のことながら、その情報量はＡＲフロップの比ではありません。それこそ

常人の倍以上の処理能力が求められることになります。また、トロンとアイコン

の座標軸に関連性はないため、［アドレス解析］を行いながら同時にＶＲ上での

座標をＡＲ上の座標へと上手く置き換えて考えるようにしなければなりません。 

 そのため、多くのニューロはＡＲフロップとＶＲフロップを適時切り替え、時に両

者を適度に織り交ぜてＡＲ上にＶＲ情報を追加することで、より効率的な［フリッ

プ・フロップの状態］を保っているわけです。 

 ニューワールドや関連装備は、その「ＡＲフロップとＶＲフロップの両立」を手助

けするための補助電脳や補助具と言えるでしょう。 

 勿論、ＡＲフロップを一切組み合わせずに、喫茶店で友人とのお茶会を楽しみ

ながら優雅にＶＲダイブを行うための手段として、［フリップ・フロップの状態］を

活用しているニューロも少なくありません。 

 どちらにしても、ＶＲフロップ中でもあなたの現在位置は［本来の肉体］とともに

あり、［ウェブゴースト］ではなく［アイコン］を操作して超遠距離の対象へ干渉し

ているのだ。ということを間違えないように気をつけてください。 
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■■■■電脳世界電脳世界電脳世界電脳世界をををを裁定裁定裁定裁定してみようしてみようしてみようしてみよう 

 ＡＲの登場により、電脳世界の演出方法は大きく２つの基準に分けられるよう

になりました。ウェブを舞台としウェブコンプレックスの攻略を目的としたシーン

と、現実界を舞台とし物理的な干渉を行うことを目的としたシーンです。 

 この２つにルール的な違いがあるわけではありませんが、ＰＬの演技・演出が

変化すると言うことは、すなわち裁定方法が変化することを意味しています。 

 この章では、電脳世界における演技・演出をＲＬとして裁定する上で、特に注

意しなければならない部分をまとめています。［意識体］に関する基本的な運用

方法は、同サイト内の「Ｎ◎ＶＡの楽しい歩き方」を参考にしてください。 

 

●●●●イントロンイントロンイントロンイントロンによるによるによるによる変化変化変化変化 

 電脳世界を裁定する上で最も気をつけなければならないことは、そのウェブゴ

ーストがＶＲダイブなのかＡＲダイブなのかと言う点に関してです。 

 これはそのまま、そのキャラクターがシーンに登場できるか否かを定める重

要な基準となります。たとえばＶＲダイブであればそれは［ウェブ］を舞台とした

シーンとなり、ウェブゴースト以外は登場できないことになるでしょう。逆にＡＲダ

イブは［現実界］を舞台としたシーンとなるため、現実体のキャラクターも問題な

く登場することができます。 

 ＲＬはそのキャラクターがイントロンを行う際、その舞台がＶＲなのかＡＲなの

か、まずはその部分を確認する必要があるでしょう。 

▼▼▼▼現実体現実体現実体現実体ととととウェブゴーストウェブゴーストウェブゴーストウェブゴースト 

 上記とは別に、事前にシーンプレイヤーが誰であるかを確認しておくことは、

ウェブゴーストが登場できるかどうかを裁定する上で重要な問題となります。 

 たとえばシーンプレイヤーが現実体であれば、そのシーンは当然［現実界］と

なります。つまり、ウェブゴーストとして登場したければ、必ずＡＲダイブを選択

しなければならないと言うことです。 

 逆にシーンプレイヤーがウェブゴーストであり、そのウェブゴーストがＶＲダイ

ブによるイントロンを選択していたなら、そのシーンは［ウェブ］が舞台と言うこと

になり現実体のキャラクターは登場できません。 

 また、シーン中にＡＲダイブからＶＲダイブに切り替え舞台を移動したなら、現

実体のキャラクターはシーンから退場することになるでしょう（シーンの目的が

達成されていたなら、ＲＬは一度シーン終了を宣言しても構いません）。 

 このように、イントロンの様式を考えることは、シーンの状況を設定し他のキャ

ラクターの登場・退場を裁定する上でなくてはならない作業と言うわけです。 

 

●●●●エキストラエキストラエキストラエキストラとしてのとしてのとしてのとしての登場登場登場登場 

 シーンプレイヤーから外れたことで、登場したくても登場できなくなったキャラ

クターに救済措置がないのかと言われれば、そんなことはありません。 

 以下に、ウェブに現実体が登場する方法と現実界に意識体が登場する方法を

まとめます。『ＮＴＷ』Ｐ９「ウェブコンプレックス」も参考にするといいでしょう。 

 

◆◆◆◆ウェブウェブウェブウェブへのへのへのへの登場登場登場登場 

 ウェブにはイントロンしているキャラクターしか登場することができません。 

 しかし、タップを持っていなければイントロン出来ないのかと言われれば、そ

んなことはありません。ＤＡＫやポケットロンなどを使用することで、全てのキャ

ラクターが皆平等にイントロンを行うことが出来ます（『ＷＯＲ』Ｐ６０「ウェブ」）。 

 タップ以外でイントロンしているキャラクターは、それがタイピングかウェブゴ

ーストかに関係なくエキストラとして扱われることになります。電話越しに登場し

ているキャラクターもこの［エキストラの意識体］に分類されることでしょう。 

 エキストラの意識体だからと言っても行動に特別な制限は受けません。他の

ウェブゴーストと同様に、自由にウェブと触れ合い会話することが可能でしょう。 

 エキストラの意識体に不可能な行為とはつまり「違法行為」、言い換えるなら

「ウェブで判定を必要とするような行動」と言うことになります。そのため、シーン

プレイヤーが［エキストラの意識体］であることはあまり好ましくありません。 

 

◆◆◆◆現実界現実界現実界現実界へのへのへのへの登場登場登場登場 

 ウェブと異なり、現実界には全てのキャラクターが登場することができます。 

 ここで問題としているのは、ＶＲダイブ中のウェブゴーストが現実界のシーンプ

レイヤーと交流する場合です。勿論、イントロンをＡＲダイブに切り替えるのが最

も冴えた方法ですが、状況がそれを許さないこともあるでしょう。 

 そのような場合、ウェブゴーストが［超遠距離］に存在するものとして裁定する

という方法が考えられます。ウェブゴースト自身はＶＲダイブ中であるため、お

互いがどれだけ近づこうとしても両者の関係は［超遠距離（ウェブ）］のままです。

必要であれば、これと［エキストラの意識体］を組み合わせることもできます。 

 ＲＬはＰＬがどんな目的を持っているのかを汲み取り、そのウェブゴーストをエ

キストラとして扱うか否かを上手く使い分けるといいでしょう。 

●●●●現実界現実界現実界現実界へのへのへのへの干渉干渉干渉干渉 

 ウェブゴーストが現実界（現実体）へ何らかの干渉を行う場合、その演技・演出

方法はニューロの数だけ存在することでしょう。 

 ＡＲダイブから人形使いのように〈ドミネート〉を行うニューロがいれば、ウェブ

から一切出ることなくカメラの映像を頼りに［アドレス解析］からの〈クラッシュ〉を

行うニューロがいても不思議はありません。 

 ＲＬとして大切なのは、それらの千差万別な演技・演出をどれだけ簡単な行為

判定としてまとめることができるか、と言うことです。「セキュリティを想像してみ

よう」でも考えたように、『トーキョーＮ◎ＶＡ』にはこれらの演技・演出を簡単か

つ的確に圧縮するためのツールが多数備わっています。 

 たとえば、ＡＲ情報を偽装して周囲のトロンを味方につけることも、ＶＲへ使い

魔を飛ばしてアイコンを掌握することも、一時的にＶＲへ移動し自らアイコンを解

体してまたＡＲへ戻ってくることも、カメラの映像を頼りにＶＲ上からＡＲへ干渉す

ることも、全て「電制を目標値とした〈電脳〉によるただ一度の判定」と簡略化して

考えることができるわけです（アドレス解析も判定に含まれています）。 

 章の始めにも述べたように、ＶＲダイブとＡＲダイブによるルール的な違いは

ありません。基本的に、ＲＬは両者を分け隔てすることなく同一の裁定で処理す

るよう心がけるといいでしょう。 

 とは言え、両者の違いはＰＬの演技・演出の違いとなって現れ、時として判定

（ルール）に影響を与えることにもなります。それは［不利な状況］や［組み合わ

せ］の有無、制御判定等として現れるかもしれません。 

 ＲＬは演出による変化をしっかりと見極め、必要であれば［ゴールデンルール］

を発動しながら、これらの状況を的確に裁定していくようにしてください。 

▼▼▼▼ウェブゴーストウェブゴーストウェブゴーストウェブゴーストへのへのへのへの干渉干渉干渉干渉 

 逆に現実体がウェブゴーストへ干渉を行いたい場合、そのウェブゴーストがＶ

ＲにいるかＡＲにいるかは欠かすことのできない問題となります。 

 前述のように、ＶＲ上のウェブゴーストは基本的に［現実界］へは登場しません。

たとえアンチウェブを持っていたとしも、ＶＲダイブ中のウェブゴーストは（つまり

シーンに登場していないキャラクターは）攻撃できないのです。 

 もし［超遠距離］にＶＲダイブ中のウェブゴーストが存在したなら、狙撃銃などで

それを撃ち抜くことは可能でしょう。しかし、その場合はウェブゴーストを撃ち抜

いたと言うよりは、どこかに安置されているそのキャラクターの［本来の肉体］を

撃ち抜いたと演出する方が自然かもしれません。この部分の処理は『ＴＮＤ』Ｐ１

３８「まず、結果ありき」に従うとよりスムーズになるでしょう。 

 勿論、適切な演技・演出が伴わない行動に対しては、ＲＬは最初から判定でき

ないと裁定することができます（と言うより、ＰＬが演技・演出を行わない限りＲＬ

が判定方法を提示できるはずもありません）。 

 一方で、ウェブゴースト側がダメージ回避のためだけにＶＲダイブを選択する

ようであれば、ＲＬは［現実界］への登場を認めない方がいいでしょう。現実界へ

の登場は、あくまで積極的に現実界と関わるために要されるべきです。 

 

●●●●ウェブコンプレックスウェブコンプレックスウェブコンプレックスウェブコンプレックスへのへのへのへの干渉干渉干渉干渉 

 ウェブに存在するアイコンやウェブコンプレックスへ干渉することは、ある意味

でウェブゴーストのアイデンティティと言えます。 

 ですが、ＡＲが登場したことで必ずしも従来の手順を踏む必要はなくなりました。

むしろ、ほとんどのニューロはアドレス解析やアイコン解体の手間が掛かるＶＲ

ダイブを（ルール上の違いはありませんが）「ＣＤ」と認識していることでしょう。 

 ではどのような状況でＶＲダイブが活用されているのかと言うと、それは現実

界に存在するトロンのアイコンに対してではなく、ウェブにしか存在しない情報

構造体、つまり「ウェブコンプレックス」へ干渉を行う場合です。 

 ウェブコンプレックスへ登場すること自体は全てのキャラクターが行えますが、

前述のようにタップがなければ［エキストラの意識体］となってしまいます。これ

ではウェブコンプレックスに収められた情報を奪取することなどできません。場

合によっては登場判定すら認められないことでしょう。 

 このようなウェブの迷宮を攻略するためには、やはりＶＲダイブを行ったニュ

ーロの知恵と技術（具体的には特技と神業）が必要となるわけです。 

 ただし、「セキュリティを想像してみよう」でも解説したように、ウェブコンプレッ

クスのシーンはニューロしか活躍できないことになります。特に重要でもない作

業であれば（たとえば〈社会〉の代わりとしての行動なら）、このような作業は「電

制を目標値とした〈電脳〉によるただ一度の判定」として処理するべきでしょう。 

▼▼▼▼ウェブウェブウェブウェブのののの迷宮迷宮迷宮迷宮 

 ウェブコンプレックスを攻略することがアクト内の重要な目的であるなら、その

様子を細かく描写することは決して無駄なことではありません。ＲＬはウェブコン

プレックス内を探索しながらＣＰＵ（コア）をクラックする過程を、現実界と同様に

演出するといいでしょう。カット進行として表現することも有効です。 

 このとき、他のキャストを超遠距離のエキストラとして登場させることで、演技・

演出に参加させたり神業などによる援護ができるようにするといいでしょう。 
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■■■■電脳電脳電脳電脳をををを裁定裁定裁定裁定してみようしてみようしてみようしてみよう 

 「電脳」は現代社会でもかなりメジャーな概念になりつつありますが、その役割

や機能は作品によって大きく異なり、それを使用する人々の電脳に対する認識

にもズレが存在します。 

 千早製ＩＡＮＵＳは『Ｎ◎ＶＡ』で一般的な商品であるがゆえに、ゲームを遊ぶ前

に、まずはその役割と機能をできるだけ統一しておく必要があります。これには

ニューロの想像と演出を助けると言う意味合いがありますが、それ以外にも全

てのキャストの何気ない日常を描く上で（そして電脳を題材にした非日常的なア

クトを描く上で）なくてはならない問題です。 

 というわけで、ここまでで膨らませてきた『Ｎ◎ＶＡ』のウェブに関する世界観を

元に、今度は原点に返って電脳をどのように扱えばいいのか、ルール的な側面

と設定的な側面を合わせて考えていきたいと思います。 

 

●●●●電脳電脳電脳電脳のののの役割役割役割役割とととと機能機能機能機能 

 現在主流の電脳である千早製ＩＡＮＵＳは、前述の通り「サイバーウェアの統合

制御」と「強化現実の拡張」という２つの機能を持っています（おまけで個人認証

システムなども含まれていますが）。 

 しかし一方で、かつてのＩＡＮＵＳに標準搭載されていた「脳機能の拡張」や「神

経系の増強」といった機能はオミットされているのが現状です。ユーザーがこれ

らの機能を有効にするためには、目的に応じたサイバーウェアを別途購入し、

体内へ移植しなければなりません。 

 記憶のバックアップを取ったり、それを任意に呼び出したりする程度は可能で

しょうが、それはあくまでＩＡＮＵＳ内の外部記憶装置に一時的に保存しているだ

けに過ぎず、脳に直接記録を刻み込んでいるわけではありません。忘れてしま

った記憶をＩＡＮＵＳの力で無理やり思い出す、なんてこともできないのです。 

 つまりこれが、ルールで言うところの「盗聴するためにはラピッドイヤーを〈ドミ

ネート〉しなければならない（公式ＦＡＱ）」ということです。 

 以前は電脳をハッキングするだけで身体機能を奪うことができましたが、現在

の千早製ＩＡＮＵＳではそれができません。ＩＡＮＵＳの役割はあくまで「サイバー

ウェアの制御」と「強化現実の拡張」であり、ＩＡＮＵＳを単純にハッキングしただ

けで脳機能そのものに干渉することはできないわけです。 

▼▼▼▼電脳電脳電脳電脳へのへのへのへのハッキングハッキングハッキングハッキング 

 ここで気になってくるのが「ＩＡＮＵＳを〈電脳〉やニューロの特技でハッキングし

たら具体的に何ができるのか？」という問題でしょう。 

 ゲーム的な話をすると、サイバーウェアと強化現実への介入、そして個人情報

の改竄がハッキングによって行える主な操作となります。 

 サイバーウェアは通常マイナーアクションで使用（起動）することができますが、

それをハッキング行為によって強制的に実行できるようになるわけです。それ

以外にも、強化現実を操作することで対象に誤った情報を認識させたり、個人情

報をコピーして対象になりすますなどの行動を行うこともできるでしょう。 

 ここで注意しなければならないのが、「電脳をハッキングしても対象の脳や身

体をそのまま乗っ取ることができるわけではない」ということです。 

 上記の通り、千早製ＩＡＮＵＳは最初から脳や身体の制御に重きを置いていま

せん。システムが存在しない以上、ＩＡＮＵＳをハッキングしても記憶改竄や身体

制御などといった直接的な介入を行うのは難しいことになります。絶対に不可能

とは言えませんが、それには神業的な高等技術が必要となるでしょう。 

▼▼▼▼外部装置外部装置外部装置外部装置へのへのへのへのハッキングハッキングハッキングハッキング 

 サイバーウェアや銃器などを直接ハッキングした場合、電脳と違って強制的に

動作へ介入することが可能となります。 

 たとえば義肢や強化骨格をハッキングすれば強制的に移動や攻撃を行うこと

ができますし、（ＩＡＮＵＳのケースとはまた別に）システムの起動・終了を制御す

ることもできるでしょう。外部装置にもＩＡＮＵＳとは別のトロンが内蔵されている

ため、基本的に独立した行動を取らせることが可能です。 

 また、目的を遂げるために必ずしも強制介入が必要なわけではありません。 

 たとえば武器を〈ドミネート〉したい場合などは、制御トロンと送受信している強

化現実を誤認させることでそれを実現できます。銃器のロックオン情報をこっそ

りと入れ替える（そしてそれを使用者に認識させない）、たったそれだけで、ニュ

ーロはいともたやすく同士討ちを誘うことが可能なのです。 

 場合によっては「対象の電脳に干渉して強化現実そのものを歪めた」と演出し

てもいいでしょう。ただ、〈ドミネート〉はあくまで装備を対象とした特技であること

に注意してください。したがって、出来ればその演出は「装備の制御トロンから

送られてくる偽の強化現実情報に惑わされてしまった」とするのがベターです。 

 これは使用者がウェットであっても同様です。むしろウェットであればこそ、ニ

ューロエイジの銃撃戦についていくために制御トロンのサポートは必須です。 

 超高速で移動する対象に銃弾を当てるためには、（手動で全てを行える老練

のカブトワリでもない限り）制御トロンによる射撃補正が必須で、それが実は味

方を捉えていることなど結線してないウェットが気づけるはずもないからです。 

●●●●電脳電脳電脳電脳とととと記憶記憶記憶記憶 

 サイバーパンクというジャンルの中でよく取り沙汰される題材の一つに、自我

と記憶の電子化が挙げられます。 

 電脳により強化・拡張された脳機能が、様々な電子情報と触れ合えるようにな

り、そして個々人の自我すら情報として取り込んでしまう社会。それはあらゆる

支配への反逆を主題にしたサイバーパンクを語る上で欠かせないガジェットと

言えるでしょう（『Ｎ◎ＶＡ』はあくまでアーバンアクションですが）。 

 とはいえ、何度も取り上げているように現在の『Ｎ◎ＶＡ』の千早製ＩＡＮＵＳは

脳機能の全てを掌握しているわけではありません。そのため、脳そのものを交

換したり改造するサイバーパンク的な意味での「電脳」よりも、脳に挿げ付ける

タイプの「補助脳」であると考えるのがむしろ自然でしょう。事実、千早製ＩＡＮＵＳ

は脳を一切切除せず極小のトロンを小脳へ埋め込んでいるだけです。 

 何が言いたいのかと言うと、『Ｎ◎ＶＡ』の電脳には生体脳に刻まれた記憶を

操作する機能が備わっていないと言うことです。 

 上記で軽く触れましたが、ＩＡＮＵＳの記憶保存機能はあくまで電脳内の外部メ

モリに一時的に録画しているに過ぎません。そのため、その外部メモリ内の比

較的浅い記憶を操作し混乱させることは可能ですが、何十年も昔の「思い出」や

心身に刻み込まれた「経験」を入れ替えることは、ニューロエイジの電脳ではか

なり難しい操作だということです。 

 勿論、ディクショナリやマスカレイドなどを移植し、脳とサイバーウェアの親密

度が高まっていればそのような作業も容易となりますが（また神業はこれらの

不可能をも可能としますが）、ニューロに可能な記憶操作はせいぜい「ＩＡＮＵＳ

に偽の記憶を埋め込み、本来の記憶と衝突させて対象を混乱させる」ことくらい

だけなのだ、ということに気をつけてください。 

▼▼▼▼強化現実強化現実強化現実強化現実とととと記憶記憶記憶記憶 

 以上のように、『Ｎ◎ＶＡ』では自我の電子化がまだ完全ではありません。 

 しかし、間接的にそれを可能とすることはできます。それがサイコアプリケー

ションに代表されるような、強化現実を利用した電脳催眠です。 

 これは、ようするに強化現実を操作することで対象に催眠術を掛け、記憶や自

我を擬似的に書き換えてしまおうというものです。たとえば前述の〈ドミネート〉

の話も、「認識を歪めている」という点では広義の催眠術と言うことになります。 

 記憶や自我に直接介入することはできませんが、拡張された強化現実に様々

なプログラムを流し込み脳機能に障害を引き起こすことはできます。極彩色の

光を浴びせたり、強制命令効果のあるノイズを鳴らしたり、ときには五感を飛ば

して言葉通り催眠術を掛けたりといったように、〈ＳＰＡＭ〉や〈虫使い〉は他のＩＣ

Ｅとは一風違った効果を強化現実上で発揮します。 

 これらのプログラムは対象が認識できない形で発揮させることもできます。レ

イヤーやオブジェクトとしての形を持たない高密濃厚のバグや無形プログラム

を対象の電脳に直接流し込んでその機能をオーバーフローさせるのです。 

 このような方法を駆使すれば、対象の記憶を「電子的に塗り替える」ことも不可

能ではありません。魔法と電脳が表裏一体であるように、人の心とプログラムも、

またどこか通じるところがあるというわけです（精神戦をトロン的な手段に置き

換えているだけとも言いますが）。 

 

●●●●電脳電脳電脳電脳とととと通信通信通信通信 

 千早製ＩＡＮＵＳには電話機能が存在しません。電脳通信を利用したい場合、

やはりリンクスのようなサイバーウェアを別途購入する必要があります。 

 しかし、だからと言って千早製ＩＡＮＵＳに通信機能がないというわけではあり

ません。『Ｎ◎ＶＡ』におけるトロンとはＤＡＫシステムまで含めた統合的な電子

機器制御システムを指しているのです。そもそも通信機能がなければ強化現実

を体感することができません。 

 では、なぜ強化現実などの情報に触れることができながらも電話やメールな

どの機能は（ポケットロンなどを介さないと）利用できないかと言うと、千早製ＩＡ

ＮＵＳの通信機能が最初から受信オンリーの仕様であると考えると分かりやす

いでしょう。つまり、外部から送られてくる情報を受信・返信したり、結線したポケ

ットロン等と情報のやり取りを行うことはできても、電脳側から情報を捜しに行く

ことはできないというわけです。 

 そこでリンクスやポケットロンと結線することで、ＩＡＮＵＳは初めて送信活動を

行うことが出来るようになります。『Ｎ◎ＶＡ』的な言い方をするなら、リンクスや

ポケットロンのアイコンを操作して［イントロン］することが可能となるわけです。 

 逆にそのようなデバイスと結線しない限り、ＩＡＮＵＳは自分から情報を発信で

きません。何事も相手方からの要求があってから可能となる行為であって、自

分からＩＤを提示したり任意にアップデートの有無を確認したいとなった場合は、

ＤＡＫやポケットロンなどの通信機器の力を借りる必要が出てきます。 

 「俺のＩＤを見てくれよ」と強化現実のＩＤ不可視設定を解除することは出来ても、

「俺のＩＤを見ろ！」と相手の視野にレイヤー情報を強制表示させることはできな

い、それが『Ｎ◎ＶＡ』におけるＩＡＮＵＳの一般的な通信能力なのです。 

トトトトトトトトトトトトーーーーーーーーーーーーキキキキキキキキキキキキョョョョョョョョョョョョーーーーーーーーーーーーＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎ＶＶＶＶＶＶＶＶＶＶＶＶＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ            TTTTTTTTTTTThhhhhhhhhhhheeeeeeeeeeee            DDDDDDDDDDDDeeeeeeeeeeeettttttttttttoooooooooooonnnnnnnnnnnnaaaaaaaaaaaattttttttttttiiiiiiiiiiiioooooooooooonnnnnnnnnnnn             

ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ        


